12世紀後半の造像技法にみる構造の改変及びその目的について : 山形県本山慈恩寺釈迦如来坐像・普賢菩薩騎象像・文殊菩薩騎獅像の模刻制作を通して [要旨] by 李 品誼
    
 
氏名 李 品誼 




学位論文等題目 〈論文〉 12世紀後半の造像技法にみる構造の改変及びその目的について 
－山形県本山慈恩寺釈迦如来坐像・普賢菩薩騎象像・文殊菩薩騎獅像
の模刻制作を通して－ 
 〈作品〉 山形県 本山慈恩寺 釈迦三尊像模刻 
 〈演奏〉  
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 教授 （美術研究科） 藪内 佐斗司 
（論文第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術研究科） 松田 誠一郎 
（作品第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術研究科） 森 淳一 
（副査） 東京藝術大学 特任教授 （美術研究科） 山田 修 
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  









































































    
 
姿勢への改変、文殊像にみられる髻の改変、獣座みられる構造改変等に見られる特徴的な技法は、当初計
画していた造形から、何らかの理由で改変が求められたことにより生じたものであるという推論に至っ
ている。申請者は、3Dデータを基にしたデリケートな検証を行うことで、その目的と、これらの像を手が
けた作者の臨機応変な制作態度と熟練した技術を浮かび上がらせることに成功しており、大変優れた研
究内容となっている。 
 可能な限り原本像に近い材料と技法を用いた模刻制作により、この像の構造と、改変の目的を明らかに
した本研究は、12世紀後半の木彫技法史の研究において大きな意味をもつものであり、博士号授与に相応
しいと判断した。 
 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
本博士研究は、李品誼が修士課程から継続して行ってきた同寺釈迦三尊像の構造技法に関する研究の
集大成である。同人が、修士研究において普賢騎象像のみの模刻研究を行った際に、普賢像体幹部の構造
や造像工程について、垂直に坐る姿勢の不自然さや面部の切り欠き処理などいくつかの疑問が生じた。そ
のことを踏まえ、博士課程において他の二像との詳細な比較研究を行うことによって、この三尊像の総合
的な構造技法と、造像過程に施された改変に関する研究へと発展したものである。 
 研究に先立って、当研究室が行った透過エックス線調査や3Ｄ計測、熟覧などの成果に加え、東京国立
博物館が行った本三尊像のCTスキャン調査の詳細な情報を統合しながら三尊の構造の詳細を解析し、そ
こから得られた情報を読み解くことによって、当初、通行の木取りで始められた造像が、制作途中に、三
尊像の全体的な構成を考えて微妙な改変が行われた結果であったと推測している。そして、中尊像の首を
切断してマチ材を挿入して頭部の角度を変えたことや、普賢像の頭頂に別材を挿入して髻の角度を修正
するなど、三尊の側面観に施されたたいへんきめの細かい修正を、模刻制作において忠実に再現した。特
に、普賢像の面部下半分を一端切り離す作業の後、そのまま元に戻すというもっとも不可思議な処置が行
われていることについては、同像体幹部を後方に4度後傾させた際の試行錯誤と推論して、造像に当たっ
た仏師たちの困惑や思考過程までも鮮やかに蘇らせた考察などは、再現制作によって実証する当研究室
の面目躍如たる研究であったといえる。 
 また模刻制作において、昭和時代に美術院によって新補された獅子像頭部や右前肢の不具合を、本来あ
るべき姿に戻して再現制作したことは、大いに意義あることといえよう。その際に、宋代に盛んに描かれ
た渡海文殊画像などを参考にして、獅子像復元の根拠としたことなども、時代背景を考察するうえで特筆
されることである。 
 また古色による彩色仕上げも、現状を忠実に再現することに成功しており、極めて高い水準の現状模刻
像になっている。 
 なお同日、別の場所で行った日本美術史に関する一般的教養の口頭試問で、当専攻の博士課程授与者に
相応しい知識を有していることを確認した。 
 これらのことを総合的に判断して、本研究が、作品制作と論文の両方において、博士号授与に充分に値
すると判断し、頭書の評価とした。 
